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子どもの心に沁みる、紡ぎ合う心と心 
― 保育者に伝えたいこと ― 

辻 道代 
  （幼児教育学科） 

 

要  約 
私は、公立幼稚園に 38 年間勤務してきた。その中で幼児教育は、幼児理解に基づいた環境の中で育つということが

分かった。しかし、細かく見ていくと、幼児は一人一人違う、違うからこそ、幼児理解も環境も一人一人違うというこ

とが言える。その違いを理解していくためには、子どもと様々な方法で関わることで知ることができる。今回特に注目

したことは、子どもとの関わりの中でも特に言葉による関わりである。子どもたちは、自分にかけられた言葉で元気にな

ったり、気持ちが安定し、前に一歩踏み出せたり、安心感をもったりすると感じた。それは、子どもたちが、心に沁み

入る言葉を支えに、心と心を紡ぎ合わせながら「わたし」から「わたしとあなた」、そして「わたしとあなたたち」を実

感し、その結果、一人一人が友達っていいな、仲間って素晴らしいという思いが芽生えるということだと考える。 
 今回この実践を通して、３歳児は保育者が「自己発揮のために支える」という支援を通して、やってみたい心・伝え

たい心・支えてほしいと思う心が育っていくのではないか。４歳児は「揺れる心を抱きしめる」支援を通して伝え合い

たい心・やり遂げたい心・支えたい心が芽生えるのではないか。５歳児は「響き合う心に寄り添う」支援を通して、分

かり合いたい心・やり遂げたい心・創り出したい強い心が育まれるのではないかと考えた。 
 また、3 歳児の事例①は、担任として、その他は園長として、毎月一回の園だよりの中に記載した事例である。保育

者に向けて、何が大切なのかも合わせて伝えたいと思う。 
キーワード：言葉、幼児理解、紡ぎ合い 

 
１．３歳児―自己発揮のために支える 

事例① ４月 生まれて初めての自己決定 

「おかあさんがいい」入園式の次の日からＡさんはお

母さんから離れませんでした。どこの園でも必ず見られ

る光景です。それがずっと続いたので、しばらくはお母

さんも幼稚園にいてもらうことにしました。「Ａちゃん、

ほらきれいなジュースができたでしょ。お花さんからこ

んなにおいしそうなジュースができるんだよ」「お母さん

がいい」「そうかあ、Ａちゃんはお母さんが大好きなんだ

ね」遊びに関心を持たせようと様々な遊びを見せていっ

たが、Ａさんはお母さんで頭がいっぱいの様子。そこで

遊びながらお母さんの話題に切り替えました。「お母さん

は、おいしいご飯を作ってくれる？」「うんいっぱい」「お

母さんは抱っこしてくれる？」「いっぱい」だんだんＡさ

んの目が変わってきました。そして話していくうちに、

「イチゴのジュースが好き」と遊びに関心を寄せてきた

のです。そういった日が何日も続きました。そして 6 月

の忘れもしない雨の日、いつものようにお母さんに抱か

れながら登園してきたＡ子さんは、自分からお母さんの

腕から降りたのです。Ａさんの目線は私です。“先生行く

よ”と言っているような目でした。私は座って両手を広

げると、Ａさんは 3 歩歩いて私の胸に抱かれました。そ

して片手で私の洋服を握りしめながら「お母さん、バイ

バイ、迎えに来てね」と言ったのです。お母さんの目に

は涙があふれていました。「迎えに来るからね。先生と

いっぱい遊んでね」と帰っていかれました。その後は大泣

きでしたが、周囲の子どもたちも「Ａちゃん、おはよう」

と声をかけてくれて、Ａさんは泣き止みました。 
この瞬間は、Ａさんにとって人生で初めての自己決定

ではないでしょうか。誰に言われたのではなく、自分で

決めて自分で実行したのです。その瞬間に立ち会えるこ

とが、保育者の醍醐味でしょう。 
心に沁みた言葉 

「A ちゃんはお母さんが大好きなんだね」 
 

保育者へ…一人一人違って当たり前ということを心に留

め、人と違った姿でもその心を受け止めること

が、子どもにとっての安心感につながります。 
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事例② ６月 言葉にならない言葉で 

保育室に一人でいたＢさん。何して遊ぼうかと思って

いたのでしょうか。するとＣさんも入ってきてままごと

で遊び始めました。ＢさんはＣさんのそばに行って見て

いました。お皿が並べられていく様子をみて、1 枚ほし

くなったのでしょう。Ｂさんが手に取るとＣさんが、取

り返しました。Ｂさんはびっくりして私の顔を見ました。

「Ｂちゃんもお皿が欲しかったの？」するとＣさんはす

ぐにＢさんに別のお皿を渡していました。 
何気ない一コマですが、初めて出会ったまだ見知らぬ

2 人が同じ場所にいるだけで、こんなにも気持ちが通じ

合えたのです。言葉で自分の気持ちを伝えることは大切

ですが、自分の気持ちを行動で表現することが、言葉で

伝えられるようになるための経験なのだと思います。も

ちろん傍に大人がいて、気持ちを察し言葉で相手に伝え

ることで分かったのです。「貸してあげなさい」ではなく、

「こういう気持ちなんだね」と伝えるだけで、子どもた

ちは、次の行動を考えます。今はまだ、うまく人とかか

われない 3 歳児ですが、友達や先生と過ごす中で、多く

のことを学んでいきます。そのすべてのことをゆっくり

と時間をかけて、大事なことを自分の体験から学んでほ

しいと思います。 
心に沁みた言葉 
「Ｂちゃんもお皿が欲しかったの？」 
 

保育者へ… 3 歳児は友達が使っていても自分が欲しいと

思うと、Ｃさんのように取ったりしますが、

悪意はありません。自分の気持ちに素直に行

動したのです。だからお互いの気持ちが分か

るのです。保育者は、両者の気持ちに寄り添

い、その子の気持ちになって気持ちの橋渡し

になるような言葉を考えていきたいものです。 
 
事例③ ７月 友達の気持ちを知る 
Ｄさん、Ｅさん、Ｆさんの 3 人の男児たちが追いかけ

合っています。最初は、みんな笑顔でした。しかし、だ

んだん追いかけられているＤさんが不快な表情をし始め

ました。追いかけているＥさんは、服をつかんだり離し

たりしています。そしてついに「やめて！」と大きな声

でＤさんは言いました。Ｅさんは「いやだ、もっとやり

たい」とグイグイ攻めていきます。Ｄさんが嫌だと言っ

たときに、すでに 3 人の遊びは遊びでなくて気持ちの押

し付け合いになっていったように感じられました。私が

「Ｄさんは嫌だと言っているよ」Ｅさんは「もっとやる！」

Ｄさんに「何をやめてほしいの？」Ｄさんは「服をひっ

ぱるから」Ｅさんは「鬼ごっこ（しているんだよ）」と言

いました。「鬼ごっこをしていたんだよね。楽しかったん

だよね。でもＤさんは服を引っ張られることが嫌なん

だって」そう言うとＤさんは「鬼ごっこならいいけど」

私が「そうかあ。鬼ごっこは服を引っ張らないってこと

だね」と言うと「分かった」と言って 3 人はまた、保育

室の方に走っていきました。 
Ｅさんには何故Ｄさんが楽しいはずの鬼ごっこで「や

めて」と言ったのか分かりませんでした。ただ、自分が

拒否されたことは、言葉の調子から分かってきて、気持

ちが揺らぎ、手に力が入り、引っ張るという行動に出て

しまいました。 
年少組 11 名の生活が 2 か月過ぎると、互いの名前も

知り、あの子と一緒に遊びたいという気持ちも出てきま

す。その中でＤさんのように嫌なことはちゃんと言葉で

伝えることが大切な力です。今はまだ、教師の援助があ

れば言える子が多いようですが、教師がいなくてもちゃ

んと自分の気持ちを伝えるようになってほしいと思いま

す。また、この時、ＥさんはなぜＤさんが嫌な気持ちに

なったのか分かったようです。その後も保育室で、3 人

は遊んでいました。3 歳児なりに、相手が嫌だったとい

う理由を理解し、その行為をやめたことが経験を通して

相手の気持ちを知ることができたということだと思いま

す。今後楽しい思いも、ちょっと嫌だなと感じることも

増えてきます。そう感じるそのこと自体育ちでもあるの

です。自分の様々な気持ちを言葉で伝えることが増えて

いくように、子どもたちの遊びの中の気持ちや関係を

見守り、気持ちをつなげていくようにしていきたいと思

います。 
心に沁みた言葉 
「鬼ごっこをしていたんだよね。楽しかったんだよね。

でもＤさんは服を引っ張られることが嫌なんだって」 
 

保育者へ…子どもの複雑な気持ちの揺れは、共に遊ばな

いと分かりません。見ているだけでは、目で

分かる行動だけで判断しがちになり、子ども

の気持ちとズレが生じます。ズレが重なると

信頼関係も培われていきません。いつも子ど

もと共に遊び、子どもの心の変化に気が付け

る保育者でありたいものです。 
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事例④ 10 月 人の気持ちに気が付いて 
子どもたちは、段ボールで作った坂にドングリを転が

して遊んでいました。廊下を通りかかった私は、ドング

リの多さに感激し、子どもたちの楽しそうな雰囲気につ

られて遊びに入れてもらいました。快く仲間に入れても

らいしばらく一緒に遊びました。そして、片付けの時、

「先生も少しだけドングリがほしくなったなあ」とつぶ

やくといきなりＧさんは「だめ」「そうかあ。それは残念」

そうでしょうね。ドングリはいっぱいあっても自分たち

のドングリだから特別で、そう簡単にあげられないのだ

ろうなあ。 
その日の給食の時間のことです。職員室で食べていた

私に、すでに食べ終わったＨさんがニコニコしてやって

きました。そして小さな可愛らしい両手を差し出し「は

い」見ると、その両手にはドングリが一個ちょこんと乗っ

ていました。「これは？」「だって先生欲しいなあって。

だからあげるね」「うれしい！でもいいのかな」「いいよ、

いっぱいあるから」そう言って足早に去っていきました。

すると次はＩさんとＪさんがやってきました。「先生は

い」両手にはやはりドングリがありました。するとまた

またやってきては私に渡してくれます。その中に「だめ」

と言ったＧさんの姿がありました。「うれしい、Ｇちゃん

もくれるの？」「だめっていったけどね・・」「大事な宝

物だから。先生も宝物にするね。ありがとう」と言うと、

「ぼくと同じだ（宝物）」とにっこりして駆けていきまし

た。その後、Ｇさんは、毎日のように私のところにやっ

てきて、宝物が入っている箱をそっと開けてドングリを

確認すると、にっこりしてまた、遊びに出かけていきま

した。 
私がドングリを欲しがっていることに気付いた子達が、

考えて、私に渡すという行動に移したり、また、友達の

様子から何かを感じて真似をしたりしたのでしょう。こ

んなにも周囲の状況を見ていて、人の気持ちも感じて、

それがみんなに伝わっていく様子から、人に、物に、そ

して人の気持ちに気付きはじめた 3 歳児なのです。随分

大きくなったその心がうれしく思いました。 
心に沁みた言葉 
「大事な宝物だから。先生も宝物にするね。ありがとう」 
 

保育者へ…子どもの気持ちは、遊びの時間が終わったか

らといって途切れるものではありません。ずっ

とつながっているのです。Ｇさんは私にドング

リをあげないと言ったことが心にひっかかっ

ていたのでしょう。私に渡したことですっき

りしました。時間の流れと共に子どもの心は

変化していきます。幼児理解は、そういった

心の変化に気付けるかどうかです。 
 
事例⑤ ２月 友達の行動が切なくて 
年少さんの保育室で一緒に遊んだ時のことです。いっ

ぱいある空き箱を茣蓙の上に並べて区切りながら「ここ

は私の部屋ね」とＫさん。「じゃ、私はここね」とその隣

を同じように区切り座ったＬさん。私が「お隣同士だね」

と言うと、とても嬉しそうに顔を見合わせていました。

ちゃんと友達とかかわりをもって遊べている姿に成長を

感じました。その楽しい雰囲気から男児たちも入ってき

ました。それぞれに自分の部屋を空き箱で仕切っていま

した。そんな中、製作コーナーで一人提灯を作っていた

Ｍさん。出来上がるとそれをもって「おばけだぞー」と

みんながいる部屋へと向かっていきました。するとＫさ

んは「お化けごっこなんてしていない」するとＭさんは

悲しくなって大きな声を上げて泣いてしまい、保育室か

ら出ていきました。私は「Ｍさんは、お化けごっこがし

たかったんだね。みんながお家にいるから丁度（驚かす

には）いいと思ったのかもしれないね」と言うとＫさん

は「Ｍちゃーん」と大きな声で呼びました。みんなで「Ｍ

ちゃん」コールが始まりました。Ｍさんはその大きな呼び

声に出ていくことが恥ずかしくなってか、なかなか現れま

せんでしたが、戸の隙間から提灯を出したので「お化け

だ！みんな早く寝て。寝ない子は連れてかれるよ」と私

が声をかけると、みんな寝転び一斉にしーんとして静ま

り返り、その瞬間を見計らってＭさんが「おばけだぞー」

と入ってきました。そのうち「夜になりました」と誰か

が言うとお化けが現れるという遊びになっていき、電気

まで消してお家ごっこ＋お化けごっこを楽しみました。 
泣いて出ていったＭさんのことをみんなは確かに気に

かけていました。どうすればよいかはまだ分からないので

すが、一瞬どうしようという雰囲気が流れたことは確かで

す。Ｍさんコールが始まったときはみんな笑顔でした。

最初にＭちゃんコールをだしたＫさんはお手柄です。そ

れにつられたみんなも直感的にこれだ、これならＭちゃ

んは戻ってくるはず、そんな期待感にあふれていました。 
4 歳児になる前のこの時期、友達の存在が遊びに大き

く影響してきます。そしてその友達の行動や言葉に関心

を持ち、不都合がおきたら何とかしよう、そんな思いが

波のように伝わり行動に移していくことが、クラスとし
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ての意識が育っていく過程となるのだと思います。 
心に沁みた言葉 
「Ｍさんは、お化けごっこがしたかったんだね。みんな

がお家にいるから丁度（驚かすには）いいと思ったん

かもしれないね」 
 

保育者へ…別の遊びで遊んでいても、近くで繰り広げら

れている遊びに興味をもった子どもは、どの

ように仲間に入るかが一つの壁になっている

ように思います。保育者はその壁にすぐに穴

をあけてしまうのではなく、まずは見守り、

子どもが考えた穴をあける方法を十分に認め

ていくことが大切だと思います。 
 

３歳児―自己発揮のために 

〇どのように心に沁みた言葉なのか 
●その後の子どもの姿 
①「Ａちゃんはお母さんが大好きなんだね」 
〇子どもが一番わかってほしい心の言葉。 
●母親からの自立の第一歩を踏み出した。 

②「Ｂちゃんもお皿が欲しかったんだね」 
 〇自分の心が分かってもらえた嬉しい言葉。 
●相手の気持ちが分かり、自分から行動する。 

③「鬼ごっこをしていたんだよね。楽しかったんだよね。

でもＤさんは服を引っ張られることが嫌なんだって」 
〇何が嫌だったのかを、はっきりとみんなに伝わった

言葉。 
●相手の気持ちが分かり、遊びのルールが話し合われた。 

④「大事な宝物だから。先生も宝物にするね。ありがとう」 
 〇自分の考えた行動を認められた言葉。 
●「ありがとう」と言われたことが嬉しくて何度も私と

触れ合おうとした。 
⑤「Ｍさんは、お化けごっこがしたかったんだね。みんな

がお家にいるから丁度（驚かすには）いいと思ったの

かもしれないね」 
〇友達の気持ちを想像し、何とかしたいという気持ち

につながった言葉。 
●友達の気持ちが分かり、みんなで仲間に入れようと

考え行動に移した。 
 

２．４歳児―揺れる心を抱きしめる 

事例① ４月 友達に必要とされて 

ちょっと不機嫌そうな面持ちで、職員室に入ってきた

Ａさん。「いらっしゃい。でもどうしたの？悲しそうだよ」

でもＡさんは何も言いません。友達と何かあったのか、

それともお母さんが恋しくなったのか、「絵本でもいいよ。

積み木もあるから職員室で遊んでいいよ」と言うと、少

しほっとしたような表情を見せました。しばらくしてか

ら「先生と手をつないで、お部屋に行ってみようか」と

言うと、私の手を握って、歩き始めました。保育室に行

くと友達のＢさんが「Ａちゃん、どこにおったの？探し

ていたよ」それを聞いたＡさんはにっこりして、友達の

中に入っていきました。 
4 歳は友達との関係が深まりつつあると同時に、自分

の思うようにならないことも多くなり、気持ちの調整が

自分一人では難しい時があります。そんな時、一人にな

りたかったり、別の場所で気持ちを立て直そうとしたり

します。職員室はそんな場所になればいいと思っていま

す。「探していたよ」という友達の言葉や気持ちはすごい

なあと思いました。 
心に沁みた言葉 
「Ａちゃん、どこにおったの？探していたよ」 
（友達の言葉） 
 

保育者へ…保育者は、子どもが一人でいるからといって、

すぐに何とかしようと声をかけるのではなく、

何があったのかを子どもの表情や漂ってくる

雰囲気から読み取ることが大切です。そして、

一人でいたい気持ちを受け止めて、そっと傍

にいることが、子どもが自分から立ち直って

いく近道だと思います。この事例では、友達

の言葉が心に響きました。最高にいい展開で

した。 
 
事例② ６月 「わたし」と「あなた」でいたいよ 

「一緒に遊ばないってば！」「でも一緒に遊びたい」

3 人の子どもたちが何やら大きな声でもめていました。

どうしたのかと尋ねると、ＣさんとＤさんは一緒に遊ぶ

約束をしてごちそう作りを始めた時にＥさんがやってき

て、「入れて」と言ったようでした。「私だってケーキ作

りたい」と言うＥさんに、「だったら違う場所でしてきて」

そうまで言われると何が何でも一緒に遊んでやると引け

ない気持ちがだんだんＥさんには湧いてきているようで

した。「同じ遊びだから一緒にした方が楽しいじゃない

の？」と私が言うと「ダメってば。だってＤちゃんと遊

ぶ約束したんだから」仲良し友達ができ始めて、気の合っ
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た友達との関係が深まってきますが、その中に入りたい

子も出てきます。その関係も大切にしながら、他の子の

気持ちもどう受けとめていくか、子どもたちにとっても

大問題です。大人がそこで、仲よく遊びましょうといっ

たところで、根っこの解決にはなりません。邪魔された

くないという気持ちは、いけない事ではなく、友達作り

の上で通るべき気持ちだと思います。だからと言って何

もしないのではなく、3 人の気持ちを聞くことにしまし

た。誰と遊ぶのかではなく、「どんなケーキにする？何

を材料にしようかねえ」という私の言葉に、急にＣさん

は「じゃＥちゃんは、チョコレートソースを作るのはど

う？」「ＣちゃんとＤちゃんは？」「ケーキを作っている

から、そこにかけて」「分かった」3 人は同じテーブルに

それぞれに使う道具を用意して動き始めました。先ほど

の誰と遊ぶかの問題の直接的解決にはなっていないよう

ですが、3 人で遊ぶ気持ちは、役割分担という方法で解決

していったようでした。 
このように、友だち関係で揺れる 4 歳児は遊びを通し

て解決できることも多くあります。「わたしとあなた」か

ら「わたし」と「あなたたち」の入り口とも言えます。 
心に沁みた言葉 
「どんなケーキにする？何を材料にしようかねえ」 
 

保育者へ…形だけの解決は、その後の遊びが萎んでしま

います。誰と遊ぶか－その大問題に保育者

は、少し視点を変えて、言葉をかけると意外

にその言葉が子どもの気持ちに合うこともあ

り、解決方法が見えてくるかもしれません。

「わたし」から「わたしとあなた」を十分に

過ごさせることで、「わたしとあなたたち」

に少しずつ変化していきます。 
 
事例③ ７月 自分たちでやる気を起こして  

年長さんがお化け屋敷を作っている・・これは年中さ

んにとって、興味津々な出来事でした。お化け屋敷の中

を存分に楽しんだＦさんとＧさん。受付にいた年長さん

に「お客さんじゃなくて、お化けになりたい」と伝えま

した。すると年長さんは「お化け屋敷は年長になってか

らするんだよ。年長が小学校へ行ったら年中が年長。だ

から楽しみにして」と言われました。この年長さんの発

言にも驚きでした。来年は自分たちが小学校ということ

が分かっていて、自分たちも年中の時は年長になったら

お化け屋敷ができることを楽しみにしていたことを伝え

たのでした。そういう気持ちが的確な言葉で説明できた

ことが驚きでした。そしてお化け屋敷を作ることは、い

ろいろ考えることや、役を決めることがたくさんあって、

楽しいけど大変なんだということも伝えていました。そ

れをじっと聞いていたＦさんとＧさんは「分かった」と

言って、去っていきました。 
次の日、年中さんの保育室にお化け屋敷ができていまし

た。段ボールに黒い布が掛けてあり、切り抜いた窓のよう

なところから、段ボールの外にいる友達を驚かせていまし

た。一方でお化け屋敷の外側に魚が 2 匹紐につるされて

ぶら下がっていました。一つの段ボールからお化け屋敷を

イメージする子と、水族館をイメージして魚を作る子もい

るのだと思いました。一つの素材に対して、一人一人が異

なるイメージをもち、働きかけそのイメージが違っていて

も誰もだめとは言わないで、それぞれが楽しめるそんな姿

が年中さんなのです。「楽しいけど、大変かな？」と私は

昨日の年長さんの言葉を言ってみました。するとＦさんは

「そうそう、先生もそう思う？楽しいけど大変。でも楽し

い」“大変”を心から楽しんでいるようでした。 
心に沁みた言葉 
「楽しいけど、大変かな？」 
 

保育者へ…何と言われてもやりたいという強い気持ち

は、自分達が楽しい経験をしたからです。楽

しいことを自分達でも作りたい、そんな思い

が、保育室で形となって現れました。そこに

は、どんなイメージでも参加できる自由空間

でした。水族館でもお店屋さんでも、何でも

いいのです。遊ぶうちにそれらが合体されて、

また新しい遊びが生まれてくる、それが、自

由空間で遊ぶ子どもたちのイメージの塊なの

です。これはお化け屋敷だから、水族館は別

でやろうなどという言葉がけは禁句です。 
 
事例④ 10 月 更に意欲が増して 

年中さんの保育へ行くと、おいしそうなケーキが並ん

でいました。秋の実やきれいな紙を使って作ったカップ

ケーキ。どれをとっても一生懸命に考えて作ったことが

分かりました。並べられた机の前にＨさん、Ｉさん、Ｊさ

んが座っていました。3 人でこんなにたくさんのケーキ

を作ったんだ。すごいなあ。そしてどうやら食べてくれ

るお客さんを待っているようでした。「ごめんください。

ケーキが欲しいのですが」と私が声をかけると待ってま
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したとばかり、3 人は笑顔になりました。「ただでいいよ」

と言うので「えー、ただ？すんごい安いね。じゃどれに

しようかな」と言ってケーキを選ぼうとしていると、3 人

は目線をケーキに落としてじっと見ています。きっと自

分が作ったケーキを選んでほしいなあと思っているのだ

と察しました。「一つ目はこれ」と手にとると、Ｈさんは

嬉しそうな表情をしました。これは、Ｈさんが作ったケー

キなんだと思いました。Ｉさん、Ｊさんは少し真剣な表

情になって目線を落としています。Ｉさんの目線の先に

あるケーキを捉え「じゃ、次はこれ」というとＩさんは

安堵したような表情です。そして最後はＪさんの作った

ケーキ。これを外したらＪさんは悲しいだろうなあとい

う気持ちで、Ｊさんの目線を追いました。しっかり見な

がら「最後はこれ、これも美味しそうだ」と選ぶとＪさ

んはにっこりしました。私もドキドキしていましたが、

3 人の笑顔を見ると、ほっとしました。 
子どもたちはいろいろなものを作りますが、選ばれるこ

とが、認められることだと感じているようでした。3 つ売

れたので 3 人は「また、作ろう」と言って動き始めました。

嬉しい気持ちが次の遊びや動きにつながります。もの作り

が盛んな今の時期、その子の工夫や考えを十分に認め、遊

びに対する気持ちを高めていきたいと思いました。 
心に沁みた言葉 
「最後は、これ。これも美味しそうだ」 
 

保育者へ…子どもがお店屋さんを始めた時に、いつも私

は緊張感をもちます。それがケーキ屋さんや

レストランなどの食べ物屋さんであればある

ほど、お客さんになったときに、ドキドキし

ます。それは、子どもたちは自分が作ったも

のを選んでほしいと思って、見ているからで

す。その願いを叶えたい、そんな思いでケー

キを見つめます。と同時に子どもの目線を追

います。自分が作ったケーキを見ているから

です。この事例も 3 人のうち最後に選んだ J
さんは、人に慣れにくく、この時期になって、

やっと友達ができた子でした。尚更選ばない

わけにはいきません。皆さんも、自分が好き

なケーキを選ぶのではなく、その子がどんな

子なのか、どんな思いで作ったのかという、

ケーキに秘められた思いを察しながら選んで

ほしいと思います。その子が次も作ろうとい

う意欲につながっていくからです。 

事例⑤ 11 月 友達が気になって 

先日、達目洞へ遠足に行った時のこと、虫が好きな子

が多い年中組の子は、たくさんのバッタやイナゴを捕ま

えていました。捕まえて牛乳パックで作った虫かごに入

れて、のぞき込んでいたＫさん。Ｋさんの虫かごの中に

は数えきれないほどのイナゴやバッタがいました。Ｋさ

んは得意になって「すごい、すごい」と言っていました。

そこへ、Ｌさんが来ました。Ｌさんも虫が大好きですが、

素早く動くバッタに手こずっていて、虫かごの中には 2 匹

しかいませんでした。するとＫさんは、Ｌさんの虫かご

を見ながら、黙って自分のかごから１匹のイナゴを取り

出すと、Ｌさんの虫かごに入れました。Ｌさんは「あり

がとう」と言いました。ＬさんはＫさんのバッタをもら

おうと思っていたわけではありません。思いがけないＫ

さんの行動にうれしさを感じたのでしょう。「ありがとう」

が自然に出ていました。私はＫさんにせっかく自分で捕

まえたものだけどいいの？と聞こうかと思いましたが、

Ｋさんが自分で考えて起こした行動なので私も「ありが

とう」とだけ言いました。二人は互いに笑いあいながら、

一緒に虫取りを始めました。ＫさんはＬさんに捕るタイ

ミングを実際にやって見せていました。それを真似てＬ

さんは一生けん命に捕っていました。帰りの時、二人の

虫かごはいっぱいでした。「こんなにいっぱいになったね」

と私が言うと「うん、Ｋちゃんのお陰だよ」 
Ｋさんは、Ｌさんのバッタが少ないことに気が付きま

した。それだけでもすごいことです。人のことなんて構っ

ていられないほど夢中でみんな捕まえていたのですから。

急にバッタを受け取ったＬさんはどう思ったのでしょう。

中には、自分でとるからいいと断る子もいます。相手の

行動をうれしく感じたＬさんは人の気持ちがわかる子だ

と思います。何よりも、このことで二人の距離が縮まっ

て虫取りがさらに楽しくなったことが一番の収穫でした。 
心に沁みた言葉 
「ありがとう」（友達の言葉） 
 

保育者へ…思いがけず、バッタをもらったことが、二人

をつなげました。Ｋさんも、Ｌさんも、2 人

共に心が晴れやかだったことでしょう。自然

の中にいることも友達の様子に気が付いた一

つの要因だったかもしれません。そして心か

らの友達の「ありがとう」は保育者の「あり

がとう」より、心に響きます。だんだん友達

が気になってくる時期でもあります。その時
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に、子どもが考えて行った行動について、保

育者は言葉を添えたり、表情で嬉しさを現し

たりすることが、大切な関わりだと思います。 
 

事例⑥ 12 月 友達と同じ気持ちで 
女児 3 人でいろいろな道具を探していました。「何を

するのかな？」と聞いてみると、「クリーム作りだよ」と

忙しく動きながらも教えてくれました。M さんは、石鹸

とおろし器を用意するとすぐに、石鹸を削り始めました。

すると N さんが「M ちゃん、いるもの全部用意してから

始めるといいよ」と声をかけています。M さんは「そう

だよね」と言って必要なものを準備していました。「なん

で、全部用意するといいの？」と私が聞くと「だって、

いちいち取りにいかなくてもいいからね」「なるほど」必

要なものを用意してから始める―これは、今までの遊び

からどうすると気持ちよく遊べるかを子どもなりに考え

たことなのでしょう。見ているとどんどん物が集まって

きます。削った石鹸を入れるボウル、水が入ったペット

ボトル、かき回すおたま、出来上がったクリームを入れ

る器、絞り出す道具など、3 人はそれぞれに集めてきた

道具を見合って、「同じだね。頑張って作ろうね」と顔を

にっこりと見合わせ、始めました。「こんなにたくさんの

道具がいることが、わかっているんだね。すごいねえ」

と言葉をかけましたが、もう夢中になって削っているの

で、何も答えませんでした。 
これだけの道具が遊びに必要なことを頭で考えるのは、

遊びの工程もちゃんとわかっているのです。これには驚

きましたが、何回も遊びを繰り返していくうちに学んだ

ことなのでしょう。繰り返すということは、遊びが深ま

り、「思考力の芽生え」につながっていくと思います。 
心に沁みた言葉 
「同じだね。頑張って作ろうね」（友達の言葉） 
 

保育者へ…ここでは私が少し子どもたちに、話しかけ過

ぎたと反省しました。子どもたちは、私が尋

ねたことに返してはくれましたが、私の方を

見るのではなく、自分の手元をみて、忙しそ

うに答えていました。最後には、聞いたこと

に何も答えませんでした。それが夢中になっ

ている姿なのです。それを素早く感じ取り、

どうすることがよいのかを考え、見守ってい

くことも大切だと感じました。しかし、見守

るという支援で大切なことは、なんでも見守

ればいいというのではなく、子どもの次の行

動を見て、何が育っているのかを探る、ある

いは、子ども同士の関わりを見守りながら、

その関係性はどうなのかを知るなど、意図を

もって見守るということが、保育者自身の資

質向上にもつながっていきます。 
 
事例⑦ 1月 友達の思いを知って 

最近、元気な男児たちは、プールのところでサッカー

をして遊ぶことが好きなようです。その日も朝からサッ

カーをしていました。するとブランコのところで、必死

で涙をぬぐっているＯさんを見つけました。「どうした

の？」「だってね、Ｐさんが、もう幼稚園に来なくていいっ

て怒った」「なんでかなあ」と私と一緒に聞きに行きまし

た。サッカーをしていた子たちが集まってきて、その中

のＱさんが「4 人でサッカーしていてＰさんが入れてっ

て言ったんだ。そしたらＯさんが入れあげないって言っ

たんだ。だからＰさんは怒って、幼稚園に来なくていいっ

て言ったんだよ」するとＯさんは「入れてあげたかった

けど、4 人でちょうどなんだ。Ｐさんが入ったら 5 人で

しょ？」「そういうことだったんだね。2 チームだから 5 人

だと人数が一緒にならないってこと？」「そうそう」「だっ

たらそのことをＰさんに言ったの？」「言ってない」「Ｐ

さんは自分だけ入れてもらえないことが悲しかったんじゃ

ないのかなあ？」と私が言うとＯさんは「人数が一緒に

ならないからダメなんだ」とＰさんに言いました。私は

「でも、Ｐさんもサッカーしたいって思っているんだよ。

何だか先生はＰさんがやりたいのにやれないなんてかわ

いそうかなあと思うけど」そう言うと集まっていた子ど

もたち一人一人が何かを考えているようだったので、待っ

てみました。するとＱさんは「あと一人いればいい」と

言いました。「いい考えだね」とＯさん。「そしたら、先

生が入るわ」「一緒にしてくれるの？」「ちょうど先生も

サッカーしたいと思っていたんだ」ということで、6 人

でサッカーをしました。 
入れてあげられない理由があり、それが相手にうまく

伝わらなくて、互いに嫌な思いをします。少し考えると

分かるのですが、今はその少しをどのように導き出して

いくか、それが壁です。その壁を友達と一緒に乗り切る

ことが、次の道へとつながっていきます。大人の出番が必

要な時です。今を大事にかかわっていきたいと思います。 
心に沁みた言葉 
「P さんもサッカーしたいと思っているんだよ。何だか
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先生は P さんがやりたいのにやれないなんてかわい

そうかなあと思うけど」 
 

保育者へ… 4 歳児は、まだまだ言葉が足りなくて、互いに

嫌な思いをするときがあります。ではどの部

分が足りないのか。この事例ではサッカーに

入れてあげられない理由が伝えられていない

のです。自分の思いの中の結論だけを先に友

達に伝えるから、いさかいが起きます。保育者

は、両者の思いが言葉で伝え合えるように、時

には自分の考えも交えながら支援することが

大切です。しかし、押し付けるのではなく、子

どもの思いを引き出すための支援であること

を心に止め、言葉を選ぶと良いと思います。 
 

事例⑧ ２月 思いが伝わった 

数人の子どもたちが、二手に分かれて、ボールの受け

合いをしていました。するとＲさんは「ボールが全然と

れない。Ｓくんばっかり取るんだもん」Ｔさんも「そう

や、みんな順番に受けようと思っているのに、Ｓくんが、

前に出るから、みんなが受けられない」するとＳさんは

「分かった」と言って、Ｒさんにもボールがとれるよう

にしていました。ＲさんとＳさんとＴさんが交互にボー

ルの受け合いを始めました。そのすぐ横で、Ｕさんは何

も言わずに様子をみていました。Ｕさんも最初からこの

遊びに参加していました。私は、何でＵさんのことを誰

も気がつかないのだろう、Ｕさんは、普段からあまり自

分の気持ちを人前で言えないところがあって、この状況

だと益々言えないだだろうなと思って、Ｕさんの傍に行

き、Ｕさんの背中に手を添えました。Ｕさんが気持ちを

話すチャンスだと思いました。Ｕさんは私を見上げると、

少し嬉しそうな顔をして、小さい声で「私も」とだけ言

いました。しかしみんなは声を出しながら遊んでいるの

で、その言葉はかき消されたようでした。でも言えたこ

とに嬉しくなって「ちゃんと言えたじゃないの。すごい

ね」と言葉をかけたあと、「ねえ、Ｕちゃんの言葉聞こえ

た？」私の言葉にボールは止まり、そこで初めて気が付

いたのかＲさんが「はい、Ｕちゃんいくよ」とボールを

投げました。Ｕさんは嬉しそうに受け取ると次の子にボー

ルを投げていました。 
自分の思いを言葉で伝えると簡単に言いがちですが、

子どもにとって、それはとても勇気のいることです。特

に 4 歳児の今、自分の遊びに没頭すると、周囲が見えな

くなったり、隣の子が困っているだろうなと感じても行

動に移せなかったりします。それが何かのきっかけで気

が付いて、そこから考えを巡らせ、どうしたらよいかを

考えていくようです。そのきっかけは近くにいる大人が

作っていく関わりが必要だと思います。Ｕさんはその後、

聞こえる声で「Ｒちゃんいくよ」と言葉をかけながら遊

んでいました。「私も」の一言がこんなにもＵさんの自信

となっていくのなら私たち大人は子ども一人一人が今ど

んな気持ちでいて、そこにどんな言葉をかけていくこと

が、その子にとって次の一歩を踏み出せるのかというこ

とを考えていきたいものです。 
心に沁みた言葉 
「ちゃんと言えたじゃないの。すごいね。」 
 

保育者へ…保育者が、一人一人今抱えている課題を知る

ことが、支援の足掛かりとなります。Ｕさん

は、あと一歩の勇気があればみんなの前で言

えると思っていました。しかし、なかなかそ

の機会がありませんでした。それは、Ｕさん

は好きな遊びが見つからず、友達の遊びを見

ていることが多く、自分の思いをもつという

機会も少なかったからです。でもその日はボー

ル遊びに参加していました。この時がチャン

スだと感じました。小さい声でも、聞こえな

い声でも「もっと大きな声でいってごらん」

ではなく、言えたことを共に喜び、伝わらな

かったことは保育者が仲介していく、最後は

言えた自分が誇らしくなるように認めていく

ことが大事です。 
 

４歳児―揺れる心を抱きしめる 
私の心と向き合って 

〇どのように心に沁みた言葉なのか 
●その後の子どもの姿 
①「探していたよ」（友達の言葉） 
〇友達から必要とされていることを知り、心が温かく

なった言葉。 
●友達の輪の中に入ることができた。 

②「どんなケーキにする？何を材料にしようかねえ」 
〇問題意識が友達から遊びに移り、頑なな心に穴が開

いた言葉。 
●遊びのイメージが膨らみ、入れてあげないと思って

いた子も仲間にしようと考え直した。 
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③「楽しいけど、大変かな？」 
〇自分が考えていたことを、言われたことで、分かっ

てもらえたと安心した言葉。 
●大変ということも楽しさに変えて友達と一緒に製作

を楽しんだ。 
④「最後は、これ。美味しそうだ」 
〇自分の作ったケーキを選んでくれた嬉しい言葉。 
●選んでもらったという嬉しさから更に作る意欲が高

まった。 
⑤「ありがとう」（友達の言葉） 
〇自分のしたことが相手に喜んでもらえた言葉。 
●その言葉を言った子も、言われた子も、気持ちよく

その後二人で教え合って遊びを続けた。 
⑥「同じだね。頑張って作ろうね」（友達の言葉） 
〇友達と同じ気持ちでいるという連帯感を感じる言葉。 
●更に気持ちを合わせ、同じ目的に向かって進む。 

⑦「Ｐさんもサッカーしたいと思っているんだよ。何だか

先生はPさんがやりたいのにやれないなんてかわい

そうかなあと思うけど」 
〇Ｐさんの気持ちが分かって、どうするか考えるきっ

かけとなった言葉。 
●人数を合わせるために、みんなが自分たちの問題と

して一人一人が考え始めた。 
⑧「ちゃんと言えたじゃないの。すごいね」 
〇周囲に聞こえない声だったが、勇気を出して言った

ことが認められた言葉。 
●一緒に遊べるようになって、更に声が大きくなり、

その後の活動に自信がもてた。 
 
 

３．響き合う心に寄り添う（５歳児） 

事例① ５月 「ありがとう」から「わたしたちへ」 
あいにくの雨の日、子どもたちは遊戯室で、大型積み

木を使って、箱で作った車の道を作って、走らせたり、

段ボールを使って家作りをしたりしていました。車の通

る道を坂にしようとＡさんは細長い積み木を一人で運ぼ

うとしていました。それに気がついたＢさんは急いでそ

ばに行き手伝っていました。Ａさんは「ありがとう」と

言っていました。言われたＢさんも嬉しそうでした。「あ

りがとうってなんだか嬉しいよね。すぐに言えるんだ」

というと、「年長だからね」と得意そうに応えていました。

ありがとうの言葉、なかなかすぐには出ないと思ってい

たのですが、偶然に聞いたその言葉にひどく感激してし

まいました。そして 2 人で力を合わせて坂を作っていま

した。一人で考えた坂でしたが、【ありがとう】の言葉

で 2 人が結びつき、そこに仲間が加わって、坂も長くな

りました。言葉を介して一人から仲間へ、そんな遊び方

が今後、クラス全体の力となっていくのでしょう。 
心に沁みた言葉 

「ありがとう」（友達の言葉） 
 
保育者へ…一人で長い積み木を運んでいたＡさんに気付

いた私は、手伝おうと思いました。でも、も

しかしたらＡさんが誰かに手伝ってと言うか

もしれない、もしかしたら誰かがＡさんに気

が付いて手伝うかもしれないと少し待つこと

にしました。すぐにＢさんが手を添えました。

私が先に手伝ったらこんな場面は見られな

かったでしょう。保育者は“もしかしたら・・”

という気持ちで子どもたちを見守ることが必

要な時があります。 
 
事例② ６月 自分たちの考えで 
保育室を覗いてみると子どもたちは、色紙でイチゴを

作ったり、画用紙でチケットを作ったりしていました。

私は「何作っているの？」と尋ねると、口々に「イチゴ

カフェするんだよ」とのこと。「イチゴカフェ？それは楽

しみだねえ。おいしく作ってね」と言う私の言葉も聞こ

えないようで「お店作ってね」「お客さんにチケット渡し

てね」「配る人もいるね」あちこちでそんな話が聞けまし

た。年長組全員で取り組む活動として、考えているよう

でした。「イチゴが嫌いな子がいたらどうする？」「残し

てもいいことにしようか」「そんな子はきっといないよ」

そんな会話が楽しくてみんなが同じ方向を見ていました。

「いくついただけるのかな？」と私が聞くと「一個だよ」

「えーっ、1 個なの？先生は 2 個欲しいなあ」と言うと

Ｃさんは「まだ決めてなかったね」Ｄさんは「1 個に決

まっている。だって年少さんも年中さんも食べるんだ

よ。2 個あげたらなくなってしまう」「でも先生は 2 個欲

しいって言っているよ」それを聞いていたＥさんたち数

人が私に寄ってきて「はぁー？1 個に決まっているし」

「そうや、先生だから 2 個は何でいいの？」「・・・いや、

何個かなと思って・・」とだけ答えました。 
 みんなでやってみようとする姿はまさに年長児の姿で

した。そこに加わっていなかった子もいて、出遅れた様子

でしたが、それでも後から入ってきて仲間に入りました。
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イチゴカフェをするという一つの目的に向かって、みん

なでイメージを膨らませ、言葉で伝え合っている姿は、

協同する力へとつながっていきます。自分の居場所を感

じ、実現に向けて自分の力を出していくこの活動は、ど

の子も充実感をもってやり遂げてくれると思います。 
心に沁みた言葉 
「先生だから２個は、何でいいの？」（子どもの言葉） 

 
保育者へ…そうです。先生だからと言って 2 個はルール

違反です。私は、この遊びの一つのルールを

確認しようと言ったのですが、子どもたちは、

そんなことはもう決まっていて問答無用で、

この遊びに対する強い思いや勢いを感じまし

た。保育者は子どもがしている遊びに何か言

わないといけないと思いがちですが、遊びに

よってはその必要がない場合もあります。見

極めが大切です。 
 
事例③ ７月 一筋の光 
遊戯室でお化け屋敷を作っていたＦさん、Ｇさん、Ｈ

さん。黒く色を付けた段ボールの板を床に貼り付けてい

ました。なかなか根気のいることです。黒いガムテープ

を切って丁寧に貼り付けていました。そこへ、見学に来

た未就園の子が、滑り台をしたいと言い始めると、Ｇさ

んとＨさんは、さっと来て、滑り台を上るところを下か

ら支えたり、滑るときに手をもったり、お世話を始めま

した。「ゆっくりとね」と声をかけ、滑り終わると「でき

たねえ」と褒めていました。もうこんな言葉もかけられ

るようになったと嬉しく思ってみていると、ガムテープ

をひたすら貼っていたＦさんは「もう！私だけやないの。

早くこっちに来てやらないと」とＧさん、Ｈさんを呼ん

でいます。Ｇさんは「小さい子が困っていたから」Ｈさ

んも「少しぐらいいいやないの」と言っています。Ｆさ

んは「だって一人じゃ大変なんだよ」Ｇさんは「だから、

やらないって言ってないよ」Ｆさんは、黙っています。

そして「早くやろ」とまた声をかけて 3 人で始めました。

未就園児の子が、今度はお化け屋敷の中のトンネルに入

りたいのですが、ちょっと怖くてためらっていたところ

へ、またＧさんＨさんは、「一緒に入ってあげるから」と

傍に来ました。Ｆさんは「もう！」と怒っています。す

ると一緒にいたＩさんは「ねえ、Ｆさん。小さい子がお

化けトンネルくぐっていくからそっちから迎えてあげた

ら？」というと「そうか。トンネルが怖いかどうか試

すってことね」Ｆさんは、お化け屋敷を作りたい一心で

取り組んでいましたが、友達が未就園児の子に関わり始

めて怒れてきました。しかしＩさんの言葉で自分のして

いることと、お世話をすることが、“試す”ことでつなが

り、納得していました。Ｉさんの言葉はＦさんの考えに

一筋の光を与えてくれました。 
みんなで同じことに取り組む時、様々な思いが絡み合

いうまくいかない時もあります。そんなときは、友達の

行動や言葉が支えてくれることがこれからも多々あるこ

とでしょう。その経験が、友達と一緒に取り組むことの

心地よさや充実感を感じさせていくのだと思います。 
心に沁みた言葉 
「ねえ、Ｆさん。小さい子がお化けトンネルくぐってい

くからそっちから迎えてあげたら？」 
（友達の言葉） 

 
保育者へ…ここでは、保育者の出番はありませんでした。

一つのことにみんなで向かう時、いろいろな

思いで取り組んでいます。いいことばかりで

はありませんが、そこをどう乗り越えていく

のかということを保育者は、子どもの姿から

見ていきながら、今、何が育とうとしている

のかを捉えて、次の保育に生かすこと、それ

が役割です。出番はなくても、子どもの話す

言葉や、友達がその言葉を受け取るときの気

持ちなど、耳を澄まして聞くことが大切です。 
 
事例④ 10 月 一人一人の物語 

1 学期、虫に興味をもつ子どもたちが増え、その姿か

ら、運動会は「虫たちの大冒険」とし、各クラスで、好

きな虫の張りぼてを製作しました。年少さんは、『とんぼ

のめがね』を親しんで歌っていたのでトンボ、年中さん

は、よくお世話や観察をしていたカブトムシ、年長さん

は、園庭でバッタを捕まえて遊んだことからバッタと決

めて、製作することになりました。年長さんは、どんな

材料で作ろうかと話し合ったり、足の部分の工夫をした

り、それぞれができるところで根気を見せてくれました。

クラス全体で一つの物を作ることで、友達と一緒に頑張っ

ているという気持ちが生まれたり、運動会への意識が高

まったりしました。また、ただ虫たちが大冒険をするの

ではなく、その目的は何かを考えていました。虫の代表

作で誰もが親しんでいる『はらぺこあおむし』に注目し、

食べ物を探すための大冒険に設定しました。 
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はらぺこあおむしになって、巧技台を飛び越える、網

をくぐる、平均台を渡る、ハードルを飛ぶ、肋木に上り

飛び降りるなど様々に体を動かすなど、ほとんどの子ど

もたちが体を動かすことを楽しんでいました。中には、

体を動かすことが、あまり得意ではない子、何となく嫌

だなあと思っている J さんに「はらぺこあおむしが、腹

ペコじゃなくなって、蝶々に変身したときの蝶々作りを

しようよ」と私が声を掛けました。そうなると気持ちは

変わります。それなら、自分もやってみよう、頑張って

みようという気持ちになりました。意欲を高めるのは、

応援、声援、励ましなどいろいろな方法がありますが、

気持ちを育てていくためには、そこに楽しい、ワクワク

するような目的があると前を向きます。 
運動会当日の子どもの姿はどれをとっても素晴らし

かったです。走っている時、くぐっている時、渡ってい

る時、そして跳んだときの顔が真剣であったり、笑顔で

あったりいろいろですが、いろいろだから奥深いのです。

例えば、肋木跳びでは、一人一人に喜びや葛藤の物語が

ありました。最初から問題なく跳べる子もいました。数

段上って怖くて挑戦できない子もいました。上までは登

れるけど、跳び降りることが怖い子もいました。いろい

ろな思いをもって向かった肋木跳びです。問題なく跳ん

でいた子は、いつしか肋木が自分のためではなく、教え

たり応援したりしながら、みんなが跳んでほしいという

気持ちになりました。「何回も練習すれば、跳べるように

なるよ」とＫさん。「わかった。」と言って毎日練習した

Ｌさん。そのそばにはいつもＫさんがいました。一人一人

が物語を語り、それがいつしかクラスの物語となりまし

た。素晴らしいことです。 
心に沁みた言葉 
「何回も練習すれば、跳べるようになるよ」 
（友達の言葉） 
 

保育者へ…運動会は、保護者に見せるためにあるのでは

ありません。子どもたちが自ら考え、動き、

挑戦し、それが「わたし」から「わたしとあ

なた」へ、そして「わたしたち」に変わる最

高の機会でもあるのです。保育者が指導して

できるようになることも子どもにとっては嬉

しいことです。しかし、それだけが運動会で

はありません。友達同士、励まし合い、共に

喜び、共に力を合わせて創り上げるものなの

です。そのことを心に留めていただきたい。 

事例⑤ 11 月 たった一言からの自信 

「ドッジしょう」と年長組の 3 人が勢いよく、園舎の

中から出てきました。「線引くぞ」とラインカーを持って

引き始めると、途中で石灰がなくなり引けなくなりまし

た。「まあいいか。足でひくわ」と地面に足で引き、ドッ

ジボールを始めました。そのころになると、7～8 人と

なって、勢いよくゲームが始まりました。Ｍさんは鉄棒

のところでその様子を見ていました。私は「Ｍさんはドッ

ジボールしないの？」と聞くと、「したいけど、もっとし

たいことがあるんだ。ぼくはラインカーで線を引いてみ

たい。いつもＮくんが引いているから、いつも引けない

んだ」「僕も引きたいと言ったら？」と私が言うと「ドッ

ジボールが強い子が線を引くんだ。僕は弱いから引けな

い」私はＭさんに「ラインカー空っぽになっているか

ら、石灰を入れに行こう」と誘って入れにいきました。

戻ってくるとＮさんは「Ｍくん、入れてくれてありがと

う。僕に貸して」Ｍさんは何と答えるのか。しばらく見

守っていました。すると「僕が引く」とＭさんは言いま

した。Ｎさんは少し考えていましたが、「いいよ」と言い

ました。私は「僕が引くって言えたね。言ったらちゃん

といいよって言ってくれるじゃない」Ｍさんはとてもう

れしそうに、とてもしっかりと線を引いていました。 
言いたいことがあるけど、今一つ勇気がでなくて、言

えなかった一言を、自分の力で言うことができたＭさん。

その後も石灰がなくなると私を誘って石灰を入れていま

した。自分で石灰を入れることが、Ｍさんの背中を押す

ことになったようでした。その後大きな声を出してドッ

ジボールをしているＭさんの姿を見かけます。 
誰の力も借りず、自分で言えたことがＭさんの、様々

な行動に自信を与えています。一つ変わると、他のこと

にも影響してくることが、総合的に育っていく子どもの

姿だと思います。 
心に沁みた言葉 
「いいよ」（友達の言葉） 

 
保育者へ…言いたくても言えない子は、どこの幼稚園に

もいます。だからと言って、いつまでも保育者

が代弁していては、育つ機会を失うというも

のです。なぜ、言えないのか、そのことを見極

める必要があります。Ｍさんは、石灰をライン

カーに入れるという行動が、勇気を出すきっ

かけとなったように感じます。一見すると関

係ないようなことでも、結果的に、そのことが
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良かったということが多々あります。見極め

ることは難しいですが、まずは、代弁以外に保

育者ができることを探すことが大切です。 
 
事例⑥ 12 月 遊びへの熱い想い 

年長さんは、今多くの子がドッジボールに夢中です。

保育者がいなくても自分たちから始めていく姿も見られ

ます。Ｏさんに「先生も入る？」と誘われたので、「いい

よ。こっちのチームでいい？」聞いていると、Ｐさんが

走ってきて「園長先生も入るの？」と言います。そして

Ｏさんに何やら耳打ちをしました。Ｏさんは「そうか」

と言って、困った様子で私の方を見ました。私は全体の

様子からその理由が何か分かりましたが、しばらくどう

言ってくるのかなあと待っていると、Ｐさんが「先生、

最初から人数決めてやっているんだから、入れないけど」

と申し訳なさそうに言うので「分かったよ。最初から入

るのはいいんだね？じゃ次の時に入るから、今は応援す

るね」と言うと「次は入っていいからね」と答えていま

した。でもＯさんは私を誘ったのに、入れなかったこと

を気にしている様子だったので、「誘ってくれてありが

とう。先生の気持ちを気にかけてくれているんだね。そ

の気持ちがうれしいよ。次は入るから大丈夫」と言うと、

やっと笑ってくれました。 
同じ人数でドッジボールを始めていることや、途中か

らは入れないことなど、だんだんルールが決められてい

く様子に、子どもたちのドッジボールに対する熱い想い

が伝わってきて嬉しい気持ちでした。好きな遊びだから

こそ、みんなで考えてもっと面白くしようと話し合う声

が聞こえてきそうでした。 
この時期、5 歳児はこのように集団でドッジボールや

鬼ごっこなどルールのある遊びを繰り返し遊ぶようにな

ります。また、目的をもった一つの活動やごっこ遊びに、

まとまりをもって取り組めるようにもなってきます。も

めごとが起きたり困ったりする場面では、話し合って自

分たちで納得がいく遊び方やルールを決めるなど、みん

なで解決していこうとするようになります。そうした中

で、自分の考えが受け入れられたり、時には拒否された

りすることもあります。友達とのいざこざが起きたり、

葛藤したりすることもあります。負の経験のようですが、

子どもたちが成長（互いに受け入れたり伝え合ったりす

る、きまりやルールを守ったり、友達と作り変えたりす

る、折り合いをつけたり、共感したりする、協同的な遊

びをするなど）していくためには、どれも大切な経験で

す。こうした場面では、十分に時間を取り、保育者が一人

一人の思いを受け止めながら見守っていったり、一緒に

考える仲間になったりしていきたいと考えています。 
心に沁みた言葉 
「誘ってくれてありがとう。先生のことを気にかけて

くれているんだね。その気持ちがうれしいよ。次は入

るから大丈夫」 
 
保育者へ…私をドッジボールに誘っておきながら入れな

かった私の心を思いやり、暗い表情のＯさん

に、どんな言葉をかけるとＯさんは心が晴れ

るのか。今この瞬間に言葉をかけることが大

事だと考え、ありったけの私の気持ちを言葉

にしました。笑ってくれたことでほっと一安

心。保育者は、この瞬間を逃さないという思

いで、子どもと関わることが、子どもの心に

響くのではないかと思います。 
 
事例⑦ １月 自己肯定感の芽生え 
会議室に用事があり、私は、年長組の廊下を通りかか

りました。けん玉、紐駒回し、まりつきなど、多くの子

どもたちが所狭しと取り組んでいました。みんな笑顔で、

成功しなくても何回でも挑戦していました。その中で悲

しそうな表情をしているＱさん。隣ではＲさんが得意そ

うに紐駒回しをしていました。自分はできないから、ど

うしよう、やってみたいけどでも・・と思っているので

しょうか。気になりましたが、急ぎの用事があり、その

場を離れ、会議室へ向かいました。用事をさっと済ませ、

Ｑさんを探すと、にこやかな笑顔でまりつきをしていま

した。「１，２，３，４、・・」うまくついていました。

「上手につけるね」と声をかけると、見ててねと言わん

ばかりに、私の前で、最初からつき始めました。その顔

は真剣そのもので、つき終わると笑顔を私に向けました。

「すっごいねえ。練習したの？」「毎日したんだよ」と答

えました。Ｒさんも「Ｑさんは、いつもやっていたから

ね。すごいよね」それから 2、3 日経ってＱさんは自信が

なかった紐駒回しに挑戦していました。紐をうまくかけ

られなくて苦戦していましたが、その顔は以前ように悲

し気ではなく、真剣そのものでした。 
できないことをあきらめずに挑戦してほしいと願いま

すが、その根底は、子どもの意欲です。意欲はどこから

来るのでしょう。Ｑさんのように、できることもあって、

できないこともあるその中で、できることは、自分があ
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きらめずに頑張ったからという経験をしていくうちに、

自己肯定感が芽生えてきます。その気持ちが次の挑戦、

意欲につながるのです。言われたからするのでなく、自分

から、よし！と思ったときに、諦めない気持ちは育ってい

くのだと思います。よし！と思えたきっかけは、Ｒさんの

友達を認める言葉にもありました。そして大人は頑張れで

はなく、頑張ってるねという言葉が、子どもの意欲を掻き

立てます。できなくても挑戦している姿、自分だけできな

いと折れそうな時こそ、「いい、いい、それでいい。ちゃ

んと挑戦しいるそのことが素晴らしい」と個々の素晴らし

さを認めていく言葉をかけていきたいと思いました。 
心に沁みた言葉 
「Ｑさんは、いつもやっていたからね。すごいよね」 
（友達の言葉） 

 
保育者へ…子どもは、できたことを褒められることは、

嬉しいと思います。しかし、頑張っているの

にできない子は褒められないのでしょうか。

以前にこんなことがありました。縄跳びを

100 回以上跳んだ子に私が「すごいねえ。いっ

ぱい跳べるようになったね」と声をかけた時

のこと。隣でまだ、跳べなくて練習していた子

が急に泣き出しました。私はしまったと思っ

たのですが、「練習してもできない」と悲しむ

子に心が痛み「ごめんね。先生、気が付いて

あげられなくて。でも挑戦していることが一番

大事だといつも思っているんだよ。」 
保育者は、跳べなくても頑張っているその姿

を先に認め、そして、次に跳べる子を認めて

いく関わりが、みんなを大事にしていくこと

なのだと思いました。細かいことですが、子

どもの気持ちになって言葉を掛けていくこと

が大事なことです。 
 
事例⑧ ２月 友達の言葉がうれしくて 
天気の良い給食後の時間、多くの子どもたちが 2 階か

ら駆け下りてきました。「誰がやる？」「やりたい子が集

まってくるからみんなでやれるって」そんな会話をしな

がら勢いは止まりません。すでに遊びが決まっていてそ

れをみんなでしようと言う気持ちがあり、その気持ちを

確かめるように言葉を交わし合っていました。「何する

の？」私はその勢いに職員室から出てきて、尋ねました。

「ドッジボール鬼ごっこ」「これが楽しいんだなあ」と言っ

て、まるですでに遊んでいるかのような顔付きでした。

「鬼決めよう。」というと 7、8 人の子ども達が頭を寄せ

合っています。その中でＳさんは「今日は何か、鬼やり

たくない気持ちだなあ」と言いました。しかし誰も聞い

ていなかったのか何も言いませんでした。鬼決めが始ま

りました。残念ながらＳさんが鬼になってしまったので、

私が「鬼はやりたくないって言ったら？」と言うと「み

んなで決めたからなあ・・」と何度も帽子をかぶり直し

ていました。そうしながら心を整えていたのでしょう。

「やっぱり言ってみたら」「・・・・大丈夫。僕は強いか

ら。すぐ当てるから大丈夫」と自分に言い聞かせるよう

にしてボールを手に取り、勢いよく走っていきました。

しばらく様子を見ていると、Ｓさんのボールはなかなか

友達に当たりません。願うように見ていると、Ｔさんが

Ｓさんに走り寄っていました。「鬼変わるわ。やりたくな

いんだろ？」と言っています。Ｓさんは「いいわ。まだ

できるで。だんだん楽しくなったし」そういってＴさん

を見て笑っていました。私はＴさんに「Ｓさんが鬼やり

たくないことを知っていたの？」「うん。鬼決めのときに

言っていたから」「それで代わろうと思ったんだね。Ｓさ

んの気持ちを考えて、代わってあげるって言えたことは

すごいなあと思ったよ」と言うとＴさんは笑顔で走って

いきました。 
Ｓさんの鬼はやりたくないという言葉は、誰も聞いて

なかったのかと思っていましたが、ちゃんと聞いていた

のです。Ｔさんは、遊びながらもＳさんの様子を伺って

いたのだと思います。そしていろいろ考えて迷ってまた

考えた結果「鬼代わるよ」と言ったのです。そういった

仲間関係が培われていることがこのクラスとして、今ま

での育ちの結果だと思います。そんな場面はたくさんあ

ると思います。共に遊ぶことで、子ども自ら考えてとっ

た行動を見逃さず、認めていきたいと思いました。 
心に沁みた言葉 
「鬼変わるわ。やりたくないんだろ？」（友達の言葉） 

 
保育者へ…Ｓさんが鬼をやりたくない理由は、朝からの

様子で何となくわかりました。その日初めて

預かり保育に参加することになったＳさんは、

母親に「行きたくない（預かりに）」と言って

いた場面を見かけました。きっとその思いを

引きずっていたのでしょう。そんな思いでい

るＳさんを想い、みんなに言うことを提案し

たのですが、Ｓさんはノーでした。鬼はじゃ
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んけんで決めることや、タッチされたら交代

というルールがあって守って遊ぶことの楽し

さも知っているＳさんです。自分の気持ちの

沈みでみんなに言うわけにはいう訳にはいか

ないというプライドでしょうか。私はそれを

尊重しました。このようにむやみやたらに、

代弁することがいいとは限りません。もしこ

の時に、私が代弁したら、Ｓさんはより悲し

むことになったと思います。しかし、友達の

Ｔさんが自分の気持ちを分かっていてくれた

と知った時に、Ｓさんは吹っ切れたように感

じました。子どもの心を知ることは難しいで

すが、その場の空気で感じることはできます。

そんな保育者になってほしいと思います。 
 

５歳児―響き合う心に寄り添って 
〇どのように心に沁みた言葉なのか 
●その後の子どもの姿 
①「ありがとう」（友達の言葉） 
〇自分で考えた行動が、友達にとって嬉しかったこと

だと分かった言葉。 
●２人の関係が深まった。 

②「先生だからって 2 個はなんでいいの？」 
〇自分たちの考えをしっかりともっていると感心した

言葉。 
●自分の思いと友達の思いが同じと分かって、同じ目

的が確認された。 
③「ねえ、Ｆさん、小さい子がトンネルくぐっていくから、

そっちから迎えてあげたら？」 
〇友達の考えが、自分の思いとつながって、新しい考

えにワクワクした言葉。 
●途中、お互いの思いが食い違ったが、再び同じ方向

を見て取り組むことができた。 
④「何回も練習すれば跳べるようになるよ」 
（友達の言葉） 
〇心がくじけそうになった時、再び勇気が湧いた言葉。 
●跳べるようになるまで、傍にいて、コツなどを伝え

て跳べた時は、お互いに喜び合い、気持ちが伝わり、

その後の活動でも力を合わせるようになった。 
⑤「いいよ」（友達の言葉） 
〇強いと思っていた子が、優しい面もあることがわか

り、見方が変わった言葉。 
●自分に自信が持てて、次からの活動に勢いが出てきた。 

⑥「誘ってくれてありがとう。先生のことを気にかけてく

れているんだね。その気持ちが嬉しいよ。次は入るか

ら大丈夫」 
〇自分が気にかかっていたことを先生も分かってくれ

ていたという安堵を感じた言葉。 
●安心して、ドッジボールを始めた。しかし、次のゲー

ムが始まるときは、いち早く私を誘い、共に遊ぶこ

とができたことを喜んだ。 
⑦「Ｑさんは、いつもやっていたからね。すごいよね」 
（友達の言葉） 
〇まりつきの頑張りを認められて、嬉しかった言葉。 
●できなかった紐駒回しにも挑戦し始めた。 

⑧「鬼変わるわ。やりたくないんだろ？」 
（友達の言葉） 
〇自分の気持ちを知っていてくれたという嬉しい言葉。 
●その言葉で、やりたくなかった気持ちがふっきれて、

遊びに夢中になれた。 
 

４．省察 
 3 歳児、4 歳児、5 歳児の事例から、「子どもの心に沁

みる言葉」を考えてみた。 
その結果 

①３歳児は 

・3 歳児の心に沁みる言葉とは、子どもが発した言葉を

保育者が繰り返すことで、嬉しい、ああよかった、先

生ありがとうと思えるのだと感じた。それが子どもに

とって、自分を分かってくれたと感じるのではないか。

そこから生まれる安心感を支えに、子どもたちは自信

をもって次の行動を起こしていく。それが心を支える

ということだと思った。 
・事例は、保育者と子どもの心の交流が中心となってい

る。これは、幼児理解の上で、保育者との信頼関係を

培うためには欠かせない関わりと言える。そして、そ

の後の姿からも、自分で、自分が、自分はというよう

に、自分がどうするのか、どうしたらよいのかを考え

行動する自己発揮につながっていく。心を受け止めて

もらえたことで、気持ちにゆとりが生まれ、穏やかに

なった時に、自己発揮ができるのではないか。 
・月日が経つにつれて少しずつ、友達へ気持ちが移行し

始めていることが分かる。友達の言葉が嬉しかったり、

悲しかったのに、友達がいたから立ち直ったりする姿

も見られる。確実に「わたし」から「わたしとあたな」

の関係が生まれている。 
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②４歳児は 

・4 歳児の心に沁みる言葉とは、自分が悩んだり、迷っ

たりしたときに、保育者や友達が放った言葉で、閉ざ

された心に穴が開き、風通しがよくなる言葉ではない

か。風通しがよくなると、今までの自分を振り返り、

友達はどう思ったのだろうなど、周囲の景色が見えて

くるのではないか。 
・友達との関係ができつつある前半は、気持ちのすれ違

いが多く、葛藤する心が見られる。その時は、保育者

がその揺れる思いを受け止めて、寄り添うが、それだ

けでは心が満たされない。そこでまた、葛藤を繰り返

す。答えを見つけるのは自分自身であり、保育者は、

それを支えることしかできない。しかしそのことが大

切な支援であり、見つけるまで支え続けることが役割

と言える。 
・「わたしとあなた」が壊れ、時には「わたし」に戻るが、

行きつ戻りつしながら、やはり「わたしとあなた」が

いいと心から思えるようになる育ちが４歳児なのだろ

う。しかし、個人差はあるので 4 歳児が必ずしも全員

がそうではない、辿る道はみんな違うので、一人一人

が今、どんな気持ちで、何に揺れているのかを見極め

ることが大切だと感じる。 
 
③５歳児は 

・ほとんどの事例で言えることは、心に沁みた言葉とは

保育者ではなく友達からの言葉だった。そこでは自分

の思いを相手に伝えあうという対話が生まれている。

その対話から、みんなで取り組もうとする協調性、思

考力、心が折れそうになっても立て直していく力、全

身を思いっきり動かそうとする力など、目に見えない

力が育まれている。その力は、人としてこれからの人

生を生きていくために必要な素晴らしい力を、全身で

吸収している。だからこそ、私たち保育者は、一人一人

のペースで主体性が発揮できるように、先を急がせず、

ゆっくりと見守る関わりが大切である。 
・５歳児として目立つのは、もめごとの内容が、複雑に

絡み合っていることである。子どもたちは解決ではな

く、困っている子の心に寄り添い、自分の心を揺らし

ながら、その出来事に向き合っている。互いの心と言

葉が相互に絡み合い紡ぎ合っていく。そしてその先に

ある、分かってもらえるという安心感や、その中に先

生もいるということが、幼稚園での温かい暮らしとなっ

ていくように感じる。 

５．おわりに 
給食の時、年長の保育室を覗いてみると、配膳中で、ほ

とんどの子どもたちが、きちんと座って待っていました。

その中でＡさんは、椅子を持ち、困った顔で席を探して

いる様子でした。するとＢさんは、机に座っている人数

を小さな声で数え始めたのです。1 つの机に 5 人ずつ座

ることがクラスの決まりとなっています。Ｂさんのその

様子に気が付いたのでしょうか。Ｃさんも一緒に探し始

めていました。そして二人で「あっ、ここでもいいやん」

と自分たちが座っている机も 4 人だということに気が付

いて 2 人で「Ａさーん、ここにおいでよ」とＡさんを呼

びました。Ａさんは声のする方をみて、安堵した様子で

少し笑いながら、その席に座りました。私は数分の間に

起きたこの出来事に感動して「すごいねえ。Ａさんは何

も言ってないのに、ＢさんはＡさんが困っていると思っ

たのでしょ。Ｃさんは、Ｂさんが何も言ってないのにＡさ

んの席を探していると思ったのでしょ。言葉がなくても

分かるなんて本当にすごいねえ」「だって友達だからね」

私たち大人は自分の気持ちを言葉で伝えることを支援し

ています。しかし、目の前で起きた出来事は、言葉でな

く、子どもの心たちが、まるで空気の流れに乗って伝え

合っている様でした。そしてその心は、子どもたちに行

動を起こさせました。なんて素敵な心たちでしょう。 

 
保育者へ…子どもたちは、その素敵な心を胸にこれから

長い自分の人生を生き抜いていきます。いろ

いろな困難に出会った時、その心がざわつき、

思い悩み、人を思いやり、自分で考えて行動

していくー大切な心を学ぶ場として、幼稚園

が存在するのであれば、保育者は全力で子ど

もの心に寄り添い、子どもの心を感じ心と心

を紡ぎ合わせながら、一人一人が充実感や満

足感が感じられる暮らしを創っていくことが

使命であると感じます。 
 
 

Weaving and Spinning and 
Dyeing the Hearts of Children 
― A Message to Childcare Staff ― 

 
TSUJI Michiyo 
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